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LIFE　LIGHT　LOVE

　
懇
談
会
は
、
学
生
の

就
職
状
況
や
企
業
の
採

用
活
動
な
ど
、
最
新
の

就
職
環
境
を
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

実
施
し
て
い
る
。全
体
会

は
工
学
部
と
そ
れ
以
外

の
学
部
に
会
場
を
分
け

て
行
わ
れ
、
就
職
キ
ャ

リ
ア
支
援
部
の
田
口
修

　
東
北
学
院
で
は
毎
年
、

ク
リ
ス
マ
ス
を
前
に
各

キ
ャ
ン
パ
ス
や
学
校
で

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

設
置
し
て
お
り
、今
年
度

は
十
一
月
二
十
八
日
か

ら
十
二
月
四
日
に
か
け

て
順
次
、点
灯
式
が
実
施

さ
れ
た
。

　
こ
の
う
ち
、榴
ケ
岡
高

等
学
校
は
、今
年
度
の
大

学
泉
キ
ャ
ン
パ
ス
二
号

館
へ
の
校
舎
移
転
に
伴

い
、新
し
い
校
舎
で
初
め

て
の
点
灯
式
を
迎
え
た
。

生
徒
た
ち
は
新
し
い
環

境
で
新
鮮
な
雰
囲
気
を

楽
し
み
、き
ら
め
く
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
光
に
静

か
に
思
い
を
寄
せ
た
。

　
五
橋
祭
の
熱
気
を
そ

の
ま
ま
に
迎
え
た
六
軒
丁

祭
で
は
、初
日
に
恒
例
の

仮
装
パ
レ
ー
ド
が
行
わ

れ
、チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

チ
ー
ム（
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
）

と
吹
奏
楽
部
（
シ
ン
フ
ォ

ニ
ッ
ク
ウ
イ
ン
ド
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
）
を
先
頭
に
、

個
性
豊
か
な
仮
装
を
し

た
学
生
た
ち
が
、勾
当
台

部
長
が
工
学
部
向
け
に

「
工
学
部
の
進
路
状
況

に
つ
い
て
」、
佐
々
木
克

典
次
長
が
工
学
部
以
外

の
学
部
向
け
に
「
就
職

状
況
と
本
学
の
支
援
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
、そ

れ
ぞ
れ
の
就
職
状
況
や

大
学
が
行
っ
て
い
る
支

援
に
つ
い
て
詳
し
く
説

　
大
学
で
は
十
二
月
四

日
の
点
灯
式
に
合
わ
せ

て「
第
三
回
五
橋
ク
リ
ス

マ
ス
」
が
五
橋
キ
ャ
ン
パ

ス
押
川
記
念
ホ
ー
ル
で

開
か
れ
、学
生
や
教
職
員

に
加
え
、多
く
の
近
隣
住

民
が
訪
れ
た
。同
日
に
は

同
キ
ャ
ン
パ
ス
の
未
来

の
扉
セ
ン
タ
ー
で
ク
リ

ス
マ
ス
マ
ル
シ
ェ
が
開
催

さ
れ
、キ
ャ
ン
パ
ス
は
終

日
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
た
。

　
五
橋
ク
リ
ス
マ
ス
は

厳
粛
な
礼
拝
で
始
ま
り
、

続
く
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン

サ
ー
ト
で
は
、本
学
オ
ル

ガ
ニ
ス
ト
の
今
井
奈
緒

子
教
授
と
小
野
な
お
み

氏
に
よ
る
演
奏
、
志
田

公
園
市
民
広
場
か
ら
土

樋
キ
ャ
ン
パ
ス
ま
で
仙

台
市
中
心
部
を
練
り
歩

い
た
。

　
土
樋
キ
ャ
ン
パ
ス
内

に
設
け
ら
れ
た
屋
外
ス

テ
ー
ジ
で
は
、さ
ま
ざ
ま

な
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
バ
ン

ド
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
、

会
場
は
終
始
熱
気
に
包

ま
れ
た
。

　
今
年
は
同
日
に
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
が
開

催
さ
れ
た
こ
と
で
、学
生

だ
け
で
な
く
多
く
の
同

窓
生
が
来
場
し
、活
気
あ

ふ
れ
る
催
し
と
な
っ
た
。

　
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

英
語
で
「
耳
が
聞
こ
え
な

い
」
と
い
う
意
味
の
「
デ

フ
（
Ｄ
ｅ
ａ
ｆ
）」
と
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
組
み
合
わ

せ
た
言
葉
で
、国
際
的
な

「
き
こ
え
な
い
・
き
こ
え

に
く
い
人
の
た
め
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
」。一
九
二
四

年
の
パ
リ
大
会
以
降
四

年
ご
と
に
開
催
さ
れ
、日

本
で
の
開
催
は
今
回
が

初
め
て
。

　
大
会
を
前
に
し
た
十

月
十
七
日
に
は
、同
じ
く

大
会
に
出
場
す
る
佐
々

木
琢
磨
さ
ん
（
仙
台
大

学
職
員
、陸
上
男
子
）、佐

藤
杏
奈
さ
ん
（
東
北
福

祉
大
学
二
年
、ボ
ウ
リ
ン

明
し
た
。

　
全
体
会
後
の
学
科
別

の
懇
談
会
で
は
、教
員
と

の
面
談
の
場
や
、内
定
者

に
よ
る
体
験
談
発
表
が

行
わ
れ
る
な
ど
、学
科
ご

と
に
趣
向
を
凝
ら
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ

れ
た
。ま
た
、昨
年
好
評

だ
っ
た
公
務
員
試
験
の

傾
向
や
対
策
講
座
へ
の

質
問
に
答
え
る
「
公
務
員

相
談
コ
ー
ナ
ー
」
を
今
年

も
設
け
、保
護
者
の
理
解

促
進
に
繋
げ
た
。

　
工
学
部
に
在
籍
す
る

学
生
の
保
護
者
は
「
就
職

活
動
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ

か
む
こ
と
が
で
き
た
。先

生
方
に
親
身
に
な
っ
て

答
え
て
い
た
だ
き
安
心

す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と

話
し
た
。

　
大
学
で
は
、今
後
も
こ

の
よ
う
な
機
会
を
通
じ

て
、学
生
の
円
滑
な
就
職

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

保
護
者
と
の
連
携
を
強

化
し
て
い
く
。

グ
女
子
）
と
と
も
に
郡
和

子
仙
台
市
長
を
表
敬
訪

問
。郡
市
長
は
じ
め
関
係

者
に
向
け
「
色
々
な
人
に

支
え
ら
れ
て
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
を
続
け
て
こ

ら
れ
た
の
で
、恩
返
し
の

た
め
に
も
チ
ー
ム
の
目

標
で
あ
る
メ
ダ
ル
獲
得

に
貢
献
し
た
い
」
と
力
強

く
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
大
会
で
は
予
選
リ
ー

グ
初
戦
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

戦
に
出
場
し
、三
ポ
イ
ン

ト
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
る
な

ど
の
活
躍
を
み
せ
た
。世

界
ラ
ン
キ
ン
グ
十
九
位
の

日
本
代
表
は
予
選
で
一
勝

二
敗
の
三
位
と
な
り
、得

失
点
差
で
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
進
出
を
逃
し
た

が
、二
戦
目
で
は
格
上
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
（
同
五
位
）

を
相
手
に
八
十
一
対
七
十

九
の
僅
差
で
勝
利
し
会

場
を
沸
か
せ
た
。大
会
を

終
え
て
高
山
さ
ん
は
「
大

会
の
結
果
と
し
て
は
残

念
だ
っ
た
が
、デ
フ
ア
ス

リ
ー
ト
が
集
う
大
舞
台

で
歴
史
的
な
一
勝
を
あ
げ

ら
れ
た
こ
と
が
本
当
に
う

れ
し
か
っ
た
。入
場
制
限

が
か
か
る
ほ
ど
多
く
の
観

客
が
応
援
に
か
け
つ
け
、

応
援
の
力
を
実
感
で
き

た
の
も
大
き
な
経
験
だ
っ

た
」
と
話
し
た
。

　
高
山
さ
ん
は
、中
学
三

年
の
と
き
に
二
十
一
歳

以
下
の
代
表
に
選
ば
れ

た
経
験
は
あ
る
も
の
の
、

全
年
代
の
日
本
代
表
と

し
て
活
動
す
る
の
も
初

め
て
だ
っ
た
。今
大
会
の

代
表
選
考
に
向
け
て
は
、

「
選
ば
れ
な
か
っ
た
ら
相

当
落
ち
込
む
な
と
思
う

く
ら
い
選
考
会
に
向
け

て
本
気
で
取
り
組
ん
で

き
た
の
で
、う
れ
し
い
と

い
う
よ
り
ホ
ッ
と
し
た

気
持
ち
が
強
か
っ
た
」
と

当
時
の
心
境
を
振
り
返

る
ほ
ど
練
習
に
打
ち
込

ん
だ
と
い
い
、代
表
に
選

ば
れ
た
後
も
東
京
で
の

合
宿
に
毎
月
参
加
し
た

り
個
人
で
体
育
館
を
借

り
て
練
習
に
励
み
大
会

に
臨
ん
だ
。

　
選
手
と
し
て
の
今
後

に
つ
い
て
は
「
個
人
的
に

と
て
も
悔
い
が
残
る
大
会

だ
っ
た
の
で
、こ
れ
か
ら

も
競
技
を
続
け
て
二
年

後
の
世
界
選
手
権
や
三

年
後
の
ア
ジ
ア
大
会
、そ

し
て
四
年
後
の
デ
フ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
目
指
す
」
と
先

を
見
据
え
つ
つ「
応
援
し

て
く
れ
る
方
の
た
め
に
も

良
い
結
果
を
残
せ
る
よ

う
、努
力
し
続
け
て
い
き

た
い
」
と
周
囲
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
も
忘
れ
な
い
。

　
選
手
と
し
て
プ
レ
ー

す
る
傍
ら
デ
フ
バ
ス
ケ

の
普
及
に
も
取
り
組
ん

で
お
り
、現
在
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
に
参
加
し
て
い

る
。も
と
も
と
障
が
い
に

対
し
て
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

を
持
っ
て
い
た
と
い
う
高

山
さ
ん
は
、デ
フ
バ
ス
ケ

と
出
会
っ
た
こ
と
が
障
が

い
に
向
き
合
う
き
っ
か
け

に
な
っ
た
と
い
う
。そ
れ

だ
け
に
自
身
の
プ
レ
ー

や
活
動
を
通
じ
て
「
障
が

い
が
あ
る
こ
と
に
コ
ン
プ

レ
ッ
ク
ス
を
感
じ
て
い
る

人
に
勇
気
を
与
え
た
い
。

障
が
い
や
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
を
理
解
し
て
も

ら
う
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
」
と
も
語
り
、競
技
だ

け
で
な
く
障
が
い
に
対

す
る
理
解
を
深
め
る
こ

と
に
も
意
欲
を
見
せ
た
。

絵
里
子
助
教
の
独
唱
な

ど
が
披
露
さ
れ
た
。コ
ン

サ
ー
ト
終
了
後
、参
加
者

は
シ
ュ
ネ
ー
ダ
ー
記
念

館
前
に
移
動
し
、大
西
晴

樹
学
長
の
掛
け
声
と
と

も
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

が
一
斉
に
点
灯
。集
ま
っ

た
人
々
は
地
域
と
と
も

に
ク
リ
ス
マ
ス
の
喜
び

を
分
か
ち
合
っ
た
。

　
十
一
月
二
十
九
日
、五
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
で

大
学
二
年
生
と
三
年
生
の
保
護
者
を
対
象

と
し
た「
保
護
者
の
た
め
の
就
職
懇
談
会
」

が
開
催
さ
れ
た
。
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東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場

保
護
者
の
た
め
の
就
職
懇
談
会

バ
ス
ケ
日
本
代
表  

高
山
和
也
さ
ん

　
大
学
法
律
学
科
四
年
の
高
山
和
也
さ
ん
が
、
十
一
月
に
開
催
さ
れ
た

「
東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子
の

日
本
代
表
に
選
ば
れ
試
合
に
出
場
し
た
。

二
〇
二
五
年
度

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式

六
軒
丁
祭
開
催

　東北学院幼稚園の造形展が、11月6日から　東北学院幼稚園の造形展が、11月6日から
9日の3日間にわたり開催されました。会場9日の3日間にわたり開催されました。会場
には、たくさんの園児のご家族が、わが子には、たくさんの園児のご家族が、わが子
の作品を鑑賞に訪れました。の作品を鑑賞に訪れました。
　毎年恒例の陶芸制作は、色粘土を思い思　毎年恒例の陶芸制作は、色粘土を思い思
いに使い、それぞれの個性豊かな世界観をいに使い、それぞれの個性豊かな世界観を
表現した力作揃いで、保護者の方々は、子表現した力作揃いで、保護者の方々は、子
どもの豊かな想像力に感心し、一つひとつどもの豊かな想像力に感心し、一つひとつ
の作品をじっくりと見入る姿が見られまの作品をじっくりと見入る姿が見られま
した。した。
　今年の共同制作のテーマは「うみ」です。　今年の共同制作のテーマは「うみ」です。
各学年がこのテーマのもと絵画制作に取り各学年がこのテーマのもと絵画制作に取り
組み、ホール全体にまるで本物の海のよう組み、ホール全体にまるで本物の海のよう
な世界が広がりました。な世界が広がりました。
　各学年の制作活動として、満3歳児は指ス　各学年の制作活動として、満3歳児は指ス
タンプや筆を使って、海や可愛らしい魚たちタンプや筆を使って、海や可愛らしい魚たち
を表現しました。3歳児はさまざまな技法をを表現しました。3歳児はさまざまな技法を
使い、海の色と潮の流れを表現し、楽しそう使い、海の色と潮の流れを表現し、楽しそう
に泳ぐ魚たちを立体的に貼り付けるなど工に泳ぐ魚たちを立体的に貼り付けるなど工

夫が見られました。また、4歳児は図鑑を片夫が見られました。また、4歳児は図鑑を片
手に深海魚や海藻などを、画用紙を丸めた手に深海魚や海藻などを、画用紙を丸めた
り折ったりしながら丁寧に表現する共同制り折ったりしながら丁寧に表現する共同制
作に取り組みました。そして、5歳児は「うみ作に取り組みました。そして、5歳児は「うみ
の生き物になった私たち」をテーマに、下書の生き物になった私たち」をテーマに、下書
きから形作り、うろこなどの細やかな部分まきから形作り、うろこなどの細やかな部分ま
でサインペンで色付けするなど、あこがれのでサインペンで色付けするなど、あこがれの
生き物を存分に表現しました。生き物を存分に表現しました。
　会場では、訪れた保護者の方々から自然　会場では、訪れた保護者の方々から自然
と温かい笑みがこぼれ、芸術の秋を心ゆくと温かい笑みがこぼれ、芸術の秋を心ゆく
まで楽しんでいました。まで楽しんでいました。

第39回  園児造形展「うみ」　
五
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
大
学
祭

「
五
橋
祭
」（
十
月
十
四
日
）に
続
き
、二
十
五

日
と
二
十
六
日
に
土
樋
キ
ャ
ン
パ
ス
で

「
六
軒
丁
祭
」が
開
催
さ
れ
た
。

幼 稚 園

アルゼンチン戦に勝利し、両手を高く上げて喜ぶ高山さん（前列右から2人目）


